







































































































SST について前田は「SST は常に当事者の対人状況に関する認知と対人行動の 2 つ
の改善に焦点をあて、援助的な介入をする方法」と定義している（2013）。これは、当
事者が生活の中で必要とする考えと行動を大切に、当事者主体で学習していくことと







































































ブ WEARE（2006 年 4 月からスポーツ好きな当事者や精神保健福祉関係者が集結し、
始めたチームである。）」の発起人である新阿武山病院、岡村武彦院長に主宰者側から
の視点で、ヒアリング調査を実施した。1 回目 2014 年 8 月 28 日、大阪府高槻市総合




は、精神障害者 22 名（うち女性 1 名）ボランティアスタッフを含めるスタッフ 23 名
（医療関係者 15 名、大学生 5 名、その他数名）計 45 名である。
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精神障害者の疾患別割合は、統合失調症 6 割、気分障害・うつ病 1 割、その他 3 割













「現在は北海道から九州まで約 120～130 チーム 2,000 人程のメンバーがいます。サッ
カー関係者も次世代に向けて精神障害者のためのフットサルに注目し始めています。























































































































③「就労率は、チーム立ち上げ当初 2006 年はメンバー 32 人中 1 人でしたが、2011
年には 32 人中アルバイトを含め 10 人に増えました。2011 年では、就労・就労移行
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